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理事長賞

内　容

　2025年末20時頃、駅前通りを歩いていると、道路の向かい側にある空きテナントと居酒屋が入った建物
の間が、ぼんやりと光っていることに気づいた。周囲を歩く人は特に気に留めていない様子だったが、火が
出ているように見えたため近づいて確認すると、空きテナント脇のゴミが溜まった箇所から炎が上がっていた。
火は膝ほどの高さまで燃え上がっていたため、隣の居酒屋に駆け込み状況を説明し、台所を借りて従業員
3名と居合わせた客とともにバケツリレーで初期消火を試みた。ボウル一杯分の水を4～ 5回かけたものの鎮
火には至らず、消防へ通報した。
通報から約10分後に消防車2台が到着した時点では、火はほぼ消えていた。その後、警察も到着し、経
緯を説明した。後日、消防署より連絡があり、迅速な通報と初期消火への対応が評価され、感謝状をいた
だくこととなった。
現場は都営地下鉄の高架下にあたり、火災が拡大していれば甚大な影響が生じていた可能性があったと
のことで、今回の感謝状授与に至ったと説明を受けた。

竹川病院       
小林一樹（リハビリテーション部 科長 / 作業療法士)

帰宅途中に初期火災現場に遭遇し、地域住民と力を合わせ消火活動に参加し、
東京消防庁板橋消防署より感謝状を賜った功績。

リハビリテーション部　可児利明

　経験したことのない初期消火活動も臆することなく、飛び込み現場の指揮をとった
ことや、普段と違う異変に気づくことのできる視野の広さも、毎日の臨床経験が生か
された結果と思います。板橋区への地域貢献を医療行為以外の形でできたことも評
価し、理事長賞に推薦させていただきます
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